学ぶにあたって
　あなたはどのような目的で高校へ入学しましたか。多くの場合、「将来に向けての勉強をするため」という答えが返ってくるでしょう。
社会に出ると、手とり足とり教えてもらえることは稀で、ほとんどの職場では先輩方の仕事ぶりを見ながら、業務に必要な専門知識や技術を吸収していかなければなりません。会社にかかってきた電話は３コール以内に出ることや、電話での応対方法など、誰も教えてくれません。いずれ社会に出て活躍するみなさんには、高校生の今から、自ら積極的に学習に取り組む習慣を身につけてほしいと思います。
　また、業務に必要な資格の勉強は、業務時間内では出来ません。社会人は空き時間や休日を利用して、日々、技術の向上に努めています。
学ぶ機会は学生生活のうちだけではありません。社会人、そして老後になってからでも、生涯にわたり学ぶ機会はあり、学び続けることでキャリアアップや生きがいにつながるのだと思います。
　高校生の今、「将来に向けての勉強」の意味を見つめ直し、日々の学習を積極的に取り組むことから始めてみませんか。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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たすけあいかさ
　急な雨。傘を忘れた。そんな時、傘を貸してもらえたら本当にありがたいですよね。

「「たすけあいかさ」。先日、立ち寄った南海電鉄高野線天神駅の改札口で、そう書かれた不思議な箱を見かけた。中には、きれいにたたんだ傘が50本以上入っている。無料の貸傘だが、南海電鉄のサービスではないという。雨が降りそうになると、どこからか中年の女性が傘を補充しにくる、人知れず善意の傘だ。高級そうな傘もあるが、返さない不届き者はいないのか。関東地方のある私鉄では、無料貸出を始めたものの、返却が半数にも満たず、２年でやめてしまったと聞いたが―。そんな心配をよそに、「たすけあいかさ」は、同駅に登場して20年以上にもなるという。「乗客がきちんと返して善意を次の人につなぐからこそ続いているのでしょうね」と南海電鉄の広報担当者。とかく「マナーが悪い」と言われる大阪だが、「そんなことありまへんで」と、傘でいっぱいの箱が静かに反論しているようだった。」

【引用文献：『心がぽかぽかするニュース2011』（文藝春秋）】

　たすけあうということ、あなたはどう考えますか。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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「働く」ということ
　あなたは、「働く」ということを考えたことがありますか？

ある駐車場の管理人の男性の話です。そのおじさんはいつも元気で笑顔。

満車の時には、わざわざ入口に立って、駐車場に入ろうとする車の運転手に、いちいち謝っています。急な雨の日でも、快く傘を貸してくれる人でした。おじさんが家庭の事情で駐車場を辞める事になりました。おじさんの最後の勤務の日。管理人室にはたくさんの花束と山積みになったおみやげの箱、そして、おじさんと記念写真を撮るために行列を作る利用者たちの姿でした。

　

「一生懸命やっていると仕事は面白くなるんだよ。面白くなると努力しちゃう。それが本当の努力であって、努力しなくちゃいけないと思って努力してるんじゃ、本当の努力じゃないよ」

大人になると、「何か」になって、自分で生きる糧を得なくてはいけません。

その手段が「働く」という事。でも、多くの人たちは、自分が「何になればいいのか」がわかりません。「働く」っていったいなんでしょう？お金を稼ぐ事ができればそれでいいのでしょうか？

【参考文献：『大切なことに気づかせてくれる33の物語と90の名言』

（かんき出版）】

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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どん底から這い上がる
中山竹通（たけゆき）というマラソン選手の言葉を紹介します。

彼は、1959年に長野県で生まれ、21歳で富士通長野に就職しました。その後、ダイエーへ就職。1988年のソウルオリンピック、1992年のバルセロナオリンピックではともに４位入賞を果たしました。1995年にダイエーを退社して、大阪産業大学、同付属高校陸上部監督を経て、2004年から2009年まで愛知製鋼陸上部監督を務めた人です。

　彼は高校時代に駅伝部に所属し、トップクラスにいたものの、全国大会には出場しておらず、実力はあったが無名であったため、卒業時に実業団からの誘いはなく、就職試験にも失敗して、大工の見習いを皮切りに職を転々としました。その時の心境を表した言葉がこれです。

「これ以上落ちないんだ、というところでホッとしました。

　　　　　　　　　ここから脱出することを考えればいいわけですから」

　彼はこの時、収入も職場の環境も「エレベーターでどんどん下がって行くように落ちていった」と言っています。当然、走るどころではありませんでしたが、この後から「金も実績もない人間がまともな生活をするには少しでも走ることしかない」と思ったのです。

【参考文献：『20世紀名言集【スポーツマン編】』（情報センター出版局）】

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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特別なことではない
　「盲目の少女」として、『24時間テレビ』等で取り上げられ有名となった立木早絵さん。全盲という障がいを持ちながら、テレビの企画で津軽海峡縦断リレーに成功、トライアスロンの完走、アフリカ最高峰のキリマンジャロ（標高5895メートル）の登頂にも成功するなど、人並み外れた挑戦に、驚きながらも沢山の感動を得た人も多いことだろうと思います。

　全盲という障害を抱えての挑戦でしたが、立木さん本人にとってみればそんなに特別なことではないそうです。「歌が得意ではない」「字が下手」と同じように、たまたま「見るのが得意ではない」と考えているそうです。また、上記の様々な挑戦についても「辛いことが好き」という訳ではなく、「これぐらいならできるかな？」というぐらいの考えで始めたそうで、むしろその方が、気持ち的に燃えるようです。「やると決めたらその限界はそこまでであるから、とりあえずやってみる、そして、他人と比べてどうだとかは考えず、ただひたすら前向きにやっている」と彼女は語っています。

　現在立木さんは、東京で暮らしながら、シンガー・ソングライターを目指しています。「大好きな音楽にとにかく長く関わっていきたい」という素直な気持ちを語られていました。

　挑戦するということについて、あなたはどう考えますか。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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心からのあいさつ

　人が他の動物と違う点、そして同じ人の中でもレベルの差がつくのが、品格というものである。人はこの礼儀がどれくらい身についているかで評価され、特に力がある人は、あいさつ一つでその人の本質を見抜くことができます。

　セコム創業者の飯田亮氏があいさつについて次のように言っています。

「あいさつは人間としての基本マナーです。この基本ができていないのに、いい仕事ができるはずがない」

「いわゆる「人間としての基本」例えばお礼の言葉、感謝の気持ち、誠実さ、思いやりのある振舞い、身だしなみ、世間的常識、時間厳守といったことをおろそかにする人が仕事だけうまくいくなどということはあり得ません。良い仕事、優れた仕事は、そういった基本があればこそ、その上に花が咲くものなのです」

　

すなわち、心からの、心を込めた「ありがとう」「うれしい」「おはよう、こんにちは」の言葉は伸び続ける人の三種の神器である。

　

あなたは、あいさつをするときに心を込めてしていますか？

　【参考文献：『自分が変わる　まわりが変わる　言葉の魔術33のルール』

古屋敷 仁:著（アイバス出版）】

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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支えてもらって支える
「南米ブラジルのサンパウロで元ホームレスの男性が路上生活者のための移動図書館を始めた。ホームレスには縁遠い図書館を身近にし、読書を通じて社会復帰のきっかけをつかんでほしいとの思いを込める。（中略）

自転車の荷台に設置したケースが彼の「図書館」だ。７月末から市内のホームレスが多い地区の巡回を始め、数日で80冊以上を貸し出した。一般の図書館を利用するには身分証明書が必要だが、住所がないホームレスは証明書を持てない。その「図書館」は、本を選んでノートに名前を書くだけだ。一般の人や図書館などからの１万冊の寄付を受けた。

「法律の本を読んで弁護士試験に受かったり、中央銀行に就職できたりしたホームレスもいる。読書で人生が開ける」と話す。

　（中略・この男性がホームレスの時）ホームレスのためのイベントで知り合った女性から「どうしたら路上から抜け出せる？」と尋ねられ、「1ヶ月の家賃をくれたら、二度と路上に戻らない」と答えたら、250レアル（約1万2500円）をくれた。2004年に小さな部屋を借り、ホームレスの権利のための活動に本腰を入れて取り組むようになった。

（中略）サンパウロでは毎年ホームレスが増え、現在２万人という。「彼らがこの暮らしから抜け出せるよう活動し続けたい」と話す。」

【引用文献：『心がぽかぽかするニュース2011』（文藝春秋）】

あなたは、人と人が支え合うということや読書をすることについてどう思いますか。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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心がけひとつ
心 が変われば、態度が変わる。
態度が変われば、行動が変わる。

行動が変われば、習慣が変わる。
習慣が変われば、人格が変わる。

人格が変われば、運命が変わる。
運命が変われば、人生が変わる。

どこかで聞いたことはありませんか。一般的には、アメリカを代表する哲学者で心理学者のウィリアム・ジェームズや、ヒンズー教の聖典として知られています。これから学習や部活動にと忙しい日々が続きます。何事も心がけ一つで今後の人生が大きく左右されます。限られた時間を有効に使い、目標は高く持ち、充実した高校生活を送りたいものです。あなたには何か目標や心がけていることはありますか。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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小さいうれしいことをふくらませていこう
　2012年11月10日、日本の大女優であった森光子さんが亡くなられました。享年92歳。森さんは、主演した代表作である『放浪記』に、1961年の初演から亡くなるまで一度も休むことなく出演し続け、2009年には上演2000回を達成、生涯2017回の公演を行いました。その功績により、1984年に紫綬褒章（しじゅほうしょう）、1992年に勲三等瑞宝章（くんさんとうずいほうしょう）、上演2000回達成の2009年には国民栄誉賞と、数々の賞を受賞しています。

　1991年、森さんは毎日新聞社に「小さいうれしいことをふくらませていこう」という言葉を寄せました。「辛いときはちょっとしたことに喜びを見出せると気も楽になるはず。きっといいことがあると希望をもつことが大切」と、森さんはこの言葉について説いています。また、「すべてに100％やりたいけれど、 それは無理だから、女優だけ選んだの」とも言っています。亡くなる92歳まで女優という道を全うし続けた裏には、このような女優に対する力の注ぎ方があったからなのではないでしょうか。

　あなたは、どう考え、どう学習や部活動、そして仕事と向き合っていきたいと思いますか。

【参考：『さよなら森光子さん　緊急追悼特別番組』（フジテレビ）】

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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寅さんの人生哲学

あなたは『男はつらいよ』という日本の有名な映画を知っていますか？

『男はつらいよ』とは、渥美清（あつみきよし）主演、山田洋次原作・監督の映画です。映画シリーズは、1969年から1997年までに全49作あります。テキ屋稼業（祭りや市や縁日などが催される屋台や露店をしている人のこと）を生業とする「フーテンの寅」こと車寅次郎が、何かの拍子に故郷の葛飾柴又に戻ってきては何かと大騒動を起こす人情喜劇シリーズで、毎回旅先で出会った「マドンナ」に惚れつつも、失恋するか身を引くかして成就しない寅次郎の恋愛模様を、日本各地の美しい風景を背景に描いています。主人公の名前から、作品自体も「寅さん」と呼ばれることが多いです。

第39作の劇中で「人間はなんのために生きているのかなあ」と進路や将来について悩む甥が寅さんに質問をしたとき、寅さんが答えた言葉がこれです。

　

「生きててよかったなあと思う時のため生きている」

　

　若い甥に対して、寅さんは「あぁ、生きててよかったな！って思うことが何べんかあるじゃねえのか。そのために人間生きてんじゃねえのか」と答えました。

【参考文献：『読む！深いイイ話』（日本テレビ放送網）】

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	100字

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	200字

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	250字


自分だけのものをつくれ！
釜本邦茂（くにしげ）というサッカー選手の言葉を紹介します。

彼は1944年に京都府で生まれ、高校在学中は、アジアユース大会の日本代表になりました。早稲田大学に進学し、大学在学中に1964年の東京オリンピックに出場、４年後のメキシコオリンピックでは、エースストライカーとして活躍し、日本の銅メダル獲得に貢献しました。

　日本サッカーの第一次黄金期を歩んできた釜本さんですが、東京オリンピックでは１得点しかできず、国際大会の壁にはばまれました。そこで、彼は考えました。

「創意工夫をし、自分だけのものをつくれ」

　彼は、国際大会で勝てるにはどうすればいいか考え、あみだしたのが、「右45度のシュート」と呼ばれるテクニックです。彼は、ボールを持ってゴールの右に展開すると、キーパーはそれにつられて動く傾向があると考えました。その瞬間にマークを右にかわして、ゴールの逆サイドの左隅にシュートをするのです。彼は、このテクニックを使い、メキシコオリンピックではたくさんのゴールを決め、見事、得点王に輝いています。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


【参考文献：『20世紀名言集【スポーツマン編】』（情報センター出版局）】

思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	100字

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	200字

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	250字


夢をみることができるなら、それは実現できる
　「ミッキーマウス」や「ディズニーランド」の生みの親として世界的に知られているウォルト・ディズニー。彼が描いたディズニーの世界は、子供から大人までの誰もが楽しめ、夢、感動、勇気を与えてくれます。今や世界中にディズニーを知らない人はいないと言えるほど、彼の世界は全世界の人々に浸透しています。

　ウォルト・ディズニーは、「夢」をずっとずっと追い求めてきました。「夢」について、次のように語っています。
「夢を追う勇気さえあれば、すべての夢は叶えられる。」

「大きな夢を見ること。
そして夢を追い、最後まで、実現するまで追い続けること。
　　　　　　　　　　　　　夢が完成するまで満足してはいけない。」

「夢をかなえる秘訣は、４つのＣに集約される。

それは好奇心（Curiosity）、自信（Confidence）、

　　　　　　　勇気（Courage）、そして継続（Constancy）である。」

　あなたはどんな「夢」を持っていますか。

【参考：『地球の名言』（http://earth-words.org/）】

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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良い仕事につく方法　
刀鍛冶（かたなかじ）の河内國平（かわちくにひら）さんという方のお話です。河内さんは日本有数の刀鍛冶で大学卒業後にこの世界に入り、この道一筋40年以上刀を作っています。2005年には奈良県の無形文化財保持者にも認定された方です。

　そんな河内さんが語った、一生を捧げられる良い仕事につく方法とはなんでしょうか？それがこの言葉です。

　

「仕事を探すことも大切だが、

人（師匠）を探すことはもっと大切です」

　

尊敬できる人のもとでなら、どんなにつらい仕事でも打ち込み、続けることができる。そして、それを続けていれば、必ず道は拓ける。「天職っていうのは難しくてわからないもの。やはり、自分が一目置かれる人から『従順に物事を聞くこと』が、人生にとっては大切。自分も親方の教えに学んでここまできた」と河内さんは言っています。

【参考文献：『読む！深いイイ話』（日本テレビ放送網）】

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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簡単なことを繰り返す
輪島功一というボクシング選手の言葉を紹介します。

　彼は1943年に北海道で生まれ、ブルドーザーのセールスマンをしながら、25歳で三迫ボクシングジムに入門しました。プロデビューから３年後の1971年、世界タイトル初挑戦で王座を獲得しました。通算成績は38戦31勝（25ＫＯ）６敗１分け。この彼が残した言葉がこれです。

「簡単なことを一生懸命やるということが大事なんだ」

　彼は、いわば遅咲きの苦労人でした。25歳でプロデビューというのは、ボクシングの世界では考えられないことです。本人もそのことをよく分かっていたため、世界に挑戦するなんて思ってもみなかったと言います。しかし、焦らず一段ずつ地道に練習を積んでいったことで、３年後に実力をつけて見事世界チャンピオンに輝きました。そうした経験からの言葉です。

　現在、輪島功一スポーツジムの会長を務める彼は、練習生たちに何よりもまず「あいさつ」を徹底させています。これも一生懸命やることの大切さを教えるためです。

 　【参考文献：『20世紀名言集【スポーツマン編】』（情報センター出版局）】

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	100字

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	200字

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	250字


長寿の人の共通点
　「長寿の人の共通点」について考えてみましょう。日本は世界でも長生きをする国だということで有名です。2011年の日本人の平均寿命は女性85.90歳、男性79.44歳で、男女とも2009年に過去最高となった後、２年連続で下がっています。主な国・地域別では、日本人女性の平均寿命は2010年まで26年連続世界一でしたが、2011年は香港の86.7歳の次で世界２位です。日本人男性も８位になっています。

　さて、この寿命について、アメリカのハーバード大学のリサ・バークマン教授が９年間にわたり、のべ7,000人のデータを収集して行った寿命に関する調査で、ある驚くべき結果が出ました。あるモノをたくさん持っている人ほど寿命が長いという共通点が発見されました。そのあるモノとは、これです。

「友　達」

　リサ・バーグマン教授によると、喫煙習慣・アルコール摂取量・運動量・肥満度の４つを一定にした場合、友達の数が多い人ほど病気の原因になるストレスが少なく、寿命が長くなると言っています。

　【参考文献：『読む！深いイイ話』（日本テレビ放送網）】
	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	100字

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	200字

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	250字


「凶」という字が表す意味
あなたはおみくじを引いたことがありますよね？

その中で「凶」を引いたことがありますか？もし、受験や大会など大事な勝負を控えているときに引いたおみくじが「凶」だったら・・・どう思いますか？当然、誰もが不安な気持ちになると思います。しかし、実はこの「凶」という文字には次のような前向きなメッセージが秘められているらしいです。それがこの言葉です。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


「いつか芽（メ）が出る」
　これは、あるラジオ番組のＤＪから、おみくじの凶についてアドバイスを求められた北海道神宮の神主さんが答えた言葉です。「凶という字には箱の中に『メ』が入っていますよね。箱の天井はメが出やすいように開いています。これは本人の努力次第で『メ』が出て花が咲き、いずれ実がつくことを教えています。これからいくらでも伸びる可能性をもっています」と理由を話してくれました。

【参考文献：『読む！深いイイ話』（日本テレビ放送網）】
思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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「ウサギとカメ」の話
　「ウサギとカメ」の話について、もうひとつの解釈があるというお話です。

　この「ウサギとカメ」はウサギとカメが競争をして、余裕で勝つと思ったウサギが途中で昼寝をして、その間に地道に進んだカメがウサギを追い抜いて、カメが勝利したという話ですね。ウサギはカメに負けたことから「油断大敵」であったというのが一般的な解釈です。しかし、この話にはもうひとつの解釈があるという話です。その言葉とはこれです。

「自分のゴールを目指せ！」

　ウサギがカメに負けたのは油断したからではなく、対戦相手のカメばかり見ていたからだという解釈です。では、カメはどこを見ていたのでしょうか？それは、ウサギが今どこにいるのではなく、自分が目指しているゴールだったのです。

【参考文献：『読む！深いイイ話』（日本テレビ放送網）】
	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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人は追い込まれたときに・・・
１人ではなく、何人かのアスリートが共通しているキーワードを紹介します。まず、それぞれの言葉を見てください。

①「追い込まれたときしか出ない力がある」

②「中途半端な追い込まれかたより、完全に追い込まれたほうが、

人って力を発揮するんだなと思いました」

③「追い込まれたほうが、自分は強い」

　①は陸上競技で走り高跳びの選手である醍醐（だいご）直幸さんの言葉です。

　②はサッカーでゴールキーパーの川口能活（よしかつ）さんの言葉です。

　③は野球で投手の松坂大輔さんの言葉です。

　国際試合や日本一を決めるような大舞台ではトップ選手でも緊張やプレッシャーがあります。この３人が共通して言っていることは、このような「追い込まれた」状況で自分の今までの練習や経験を信じて戦うことで、普段では計り知れない集中力やプレーができるということです。

【参考文献：『あきらめない』（マガジンハウス）】

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


【参考文献：『勇気がもらえる145の言葉』（講談社）】

思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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三方よし
近江（おうみ）商人が出現したのは江戸時代です。近江商人とは、滋賀県で商売をしている商人ではなく、滋賀県を発祥とし日本全国を行商してまわっている商人を言います。

江戸時代は、幕藩体制という藩の中で生産・消費をするという経済活動をしており、他の藩とは経済的な交流をしないというのが一般的でした。その中で、近江商人は藩の外へ特産品を持ちだし、諸国で売り歩く商売をすることができました。それは、近江商人が特産品を売ることでお客さんは普段では手に入らないものを買うことができ、特産品がこれまでより多く売れることで生産地となった藩の地場産業が盛んになったからです。また、近江商人は藩をまたいで商売をすることで巨額の富を得ましたが、商売で儲けた利益を庶民の使う橋を建設するなどして、多くの慈善事業に取り組むこともしていました。

近江商人は、売り手の都合に良いという「売り手によし」だけではなく、買い手にとっても良いという「買い手によし」は常識で、商売によって地域の経済活動を活発にし、人々のためとなる「世間によし」も大切なことだと考えていました。近江商人の「三方よし」の理念こそが、幕藩体制の中で藩をまたいで商売をすることを許された理由なのです。

あなたは近江商人のこのような考えをどう思いますか。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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押込隠居（おしこめいんきょ）

　近江商人は、組織の存続を危うくする不心得な経営から退任させる厳格な企業統治の仕組みを持っていました。それが「押し込め隠居」という制度です。

今日の繁栄は先祖の苦労によってもたらされているのだから、その家の主人であっても奉公しているつもりで働き、ますます稼業が繁栄するように努めなくてならないとしています。そのため、先祖から受け継いだ資産を守り、それを増殖させることが後継者の役割であるという考え方が強く、そのため徹底した能力主義経営が貫かれていました。そのため、不的確な人物なら主人の座を追放されたりする事例もありました。
こうした考えの根底にあるのは、事業を永続させようという強い意思です。稼業を繁栄させるためには、会社を私物化することなく、自分の子どもでも経営能力がない場合には経営の座を譲らなかったのです。後継者に対しては常におごりや慢心を戒めていたのです。 
このような近江商人の後継者に対する姿勢をどう思いますか。
	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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陰徳

近江商人は、商売で儲けた利益を広く世のために使わなければならないと考えていましたが、具体的にどのようなことをしたのでしょう。

近江商人である伴蒿蹊（ばん　こうけい）が残した書物に『主従心得草（しゅじゅうこころえぐさ）』があります。そこには、

「陰徳（いんとく）とは目に見えない陰の間で人のためになるような行いで、陰徳をすれば目に見える幸運を得ることができ、商売が繁盛する」とあります。これはどういう意味でしょう。

藩をまたいで行商をすることで巨額の富を得た近江商人は、お客さんである藩の人々のために橋を建設したり、暗い夜道を照らす常夜灯を建てたりしました。そうすることで、商売で儲けたことに対する社会へ恩返しをしたいと考えていたからです。自らの私財を人々のために使うという行為は人々の信用を得ることになり、そのことはいずれ商売に返ってきて商売繁盛につながると信じられていました。

現代でも「陰徳」の理念は企業の社会貢献活動として受け継がれているように思います。あなたは企業のこのような活動をどう思いますか。

　

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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正直
近江商人が残した家訓に、

「正直」とあります。これはどういう意味なのでしょうか。

遠方の藩まで出掛け行商をおこなっている近江商人にとって、商売を行う藩の商売相手からの信用は欠かせません。その信用は、誠実に商売をする正直さから生まれます。

近江商人は特産品を様々な藩で売り歩いているので、商品に対する知識は豊富です。ですから、商品の知識がない小売商は価格の決定に関して卸売商である近江商人に一任しなくてはなりません。つまり、近江商人の言った値段で取引がされるということになります。その近江商人が自らの利益を得るために、不当に高い値段で小売商に商品を卸すという詐欺のような真似をするのでは、商売相手である小売商からの信用は保てず、近江商人の信用は失われてしまいます。

不当に利益を貪るようなことをせず、正直に商売を行うことで、近江商人は信用を得ることにつながり、各藩の特産品を買い集めるときも、商品を売り歩くときにも良い結果をもたらすことになりました。

あなたはこのように「正直」に商売をすることをどう思いますか。

　【参考文献：『近江商人の理念』（サンライズ出版）】

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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損して得とれ

近江商人が残した「心得書（こころえしょ）」には、

「損をして得とれ」とあります。これはどういう意味なのでしょうか。

近江商人は、物資を輸送するための舟が到着せず商品が品薄になったとき、本来であれば高い値段でも商品を売りさばくことができたにも関わらず、余分な利益を追求せず通常どおりに店を開き値段も変えませんでした。品薄の時に高額な値段で小売商に卸し、値段が下がる前に売り切ってしまうという考えは、近江商人の心得に反するからです。

品薄であってもそのままの値段で売り続ければ、目先の利益は無くなりますが、顧客である小売商から信用を得ることができます。信用されることで、次からの取引がしやすくなり、儲け損ねた分よりも大きな利益を得ることができるようになります。このように、短期的には損をしてしまっても、長い目で見ると得をするような経営方法が、近江商人の理念となっています。

あなたは近江商人のこのような理念をどう思いますか。
　【参考文献：『近江商人の理念』（サンライズ出版）】

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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堪忍（かんにん）

　近江商人は、「堪忍」の大切さを家訓で残しています。

「堪忍」とは、厳しい境遇でもじっと耐えたり我慢したりすることを言います。

ある近江商人は、現在の北陸地方で絹や布類の薄利多売（商品を１つ売ることでの利益は少ないが大量に販売をすることで儲けること）を行い業績が伸びていました。しかし、江戸幕府によって棄捐令（きえんれい：商人はこれまでの貸金を放棄するという法律。江戸幕府は、財政難に陥っていた家臣の武士たちを救おうとした。）が発令されてしまい、もらえるはずだった商品代金（売掛金）の回収ができなくなってしまいました。大損害を受けた近江商人は苦境に立たされました。多くの商人が、棄捐令によって損をしたことで、これまでのように北陸地方で商売をすることをやめましたが、近江商人は北陸地方に残って商売を続けました（ただし、また棄捐令が発令されては困るので掛け取引ではなく現金での取引を行いました）。

近江商人はこのような状況の中で、どうして商売を続けたのでしょうか。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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始末（しまつ）

　

近江商人は、倹約の大切さを書物に残しています。

「金持ちになるのは決して運が良いのではなく、贅沢をせず長生きと始末することを心がけながら商売に励むことが大切であり、自らの利益だけを優先するような貪欲な商売は、先祖に見放され成功には結びつかない。しかし、始末することとケチとは全く別のもので、ケチでは金持ちになれない。無駄な金は使わず、世のため人のために生きる金を使い、常に始末の心を忘れず、奢（おご）りの心を戒めなければならない」

「始末」とは、日頃から食べるものを食べず、着るものを着ないというケチをするのではなく、将来に大きな利益を得られそうな投資に対しては巨額の援助をしたり、社会貢献活動のためには支出をしたりすることを言います。

あなたは生活の中で「始末」をしていることはありますか。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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奢者必不久（奢れるもの久しからず）

松居久左衛門（まつい  きゅうざえもん）は座右の銘として

「奢者必不久」という言葉を残しました。これはどういう意味なのでしょう。

近江商人はどれだけ成功しても、「奢者必不久（奢れるもの久しからず）」と自らを律し、生活は百姓のように質素にし、木綿の衣服を着て、粗末な家に住んでいました。商売が成功しても、贅沢をしてはいけないという教えがあったからです。
傲慢（ごうまん）な態度で商売を行い自らの金儲けばかりを考え、商売に成功したことを感謝することなく、その利益を自らのためだけに使っていると、思わぬ事態によって窮地（きゅうち）に立たされます。常に感謝の心を忘れずに商売をしなくてはなりません。

最近も企業が不祥事を起こしています。どうして企業はそのような不祥事を起こしてしまったのかを考えてみましょう。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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渋沢栄一の決意
渋沢栄一という人を知っていますか。

実業家であり、約470社もの企業の創立、発展に貢献した人です。また経済団体を組織し、商業学校を創設するなど実業界の社会的向上に努めました。

　1875年35歳の時、栄一は第一国立銀行の頭取となりました。ここを足がかりに、日本の未来に必要な個々の企業自体も、栄一は自らが中心となって順次設立していきました。そんな実業人としての活動の中で、栄一は三菱財閥（現在の三菱グループ）の創始者・岩崎弥太郎にこんな誘いを受けます。

「君と僕が堅く手を握り合って事業を経営すれば、日本の実業界を思う通りに動かすことができる。これから二人で大いにやろうではないか。」

栄一は、岩崎の話を聞いて、彼が栄一と２人で大きな富を独占しようとしているように思えました。それは栄一の考えとは正反対で、栄一は自分ひとりが金儲けをする気は毛頭ありませんでした。いろいろな事業を起こして、大勢の人が利益を受けると同時に、国全体を豊かにしていきたいと考えていました。栄一は株式組織の運営によって、富は分散させるもので、独占すべきものではないと岩崎に主張しました。

渋沢栄一のこの考えや行動について、あなたはどう思いますか。

【参考文献：『現代語訳　論語と算盤』（ちくま新書）】
	ポイントやキーワードを書いてみよう！



思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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争うということ
　争いは良いことでしょうか、悪いことでしょうか。

　当然、人の命を奪う戦争は決して許されない、悪い行いです。

　では、それ以外の争いは良いことでしょうか、悪いことでしょうか。他人と争うということは、人が生きていく中で、果たして利益になるものでしょうか、逆に不利益になるものでしょうか。

　実業家であり、「日本資本主義の父」と言われた渋沢栄一はこう述べています。

「争いは絶対になくすべきものではなく、世の中を渡っていくうえでも、はなはだ必要なものと信ずるのである。（中略）中国古代の思想家である孟子は、「敵国や外患がないと、国は必ず滅んでしまう」と述べている。いかにもその通りで、国家が健全な発達を遂げていくには、商工業においても、学術や芸術、工芸においても、また外交においても、常に外国と争って必ずこれに勝ってみせるという意気込みがなければならない。国家ばかりではない、一個人においても、常に周囲に敵があってこれに苦しめられ、その敵と争って必ず勝ってみせる気概（きがい）がなくては、決して成長も進歩もない。」

渋沢栄一のこの考えについて、あなたはどう思いますか。

【参考文献：『現代語訳　論語と算盤』（ちくま新書）】

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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一流
　スタジオジブリ作品をはじめ様々な映画の主題歌、その他多くの楽曲を手がけている作曲家の久石譲（ひさいしじょう）さん。特に、宮崎駿（はやお）監督のジブリ作品においては、各作品の象徴とも言える彼の音楽がいつまでも耳に残るものです。また、演奏家としても、ピアノ、アンサンブル、オーケストラなど様々なスタイルの演奏、指揮者としても活躍をしています。

これらの活動のモットーとして、久石さんは「一流であり続ける」ということに大きなこだわりを持っています。

「ものをつくることを職業としていくには、一つや二ついいものができるだけではダメだ。（中略）集中して物事を考え、創作する作業を、次から次へとコンスタントに続けられるかどうか。それができるから、作曲家です、小説家です、映画監督ですと名乗って生きていける。」と語っています。
　あなたはどのような人を「一流」だと思いますか。
	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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地震が起こったときに

　本田宗一郎という人を知っていますか。本田技研工業、ホンダの創設者です。

　1922年高等小学校を卒業し、東京の自動車修理工場へ徒弟奉公（とていぼうこう：他人の家に雇われてその商工業に従事すること。弟子）して、技術を身に付けます。1946年に浜松市に本田技術研究所を創設し、翌年、原動機付自動車エンジンを生産、1948年同社を本田技研工業と改め、オートバイのエンジンと車体の一貫生産開始、同社を世界的な自動車メーカーに発展させました。1973年に最高顧問に就任、1991年に一生を終えます。

　本社ビルを建設するとき、本田宗一郎はこう言ったそうです。

「万が一地震が起こったときに、割れたガラスが歩道を歩く人に降りかからないようにしなさい」

この言葉通り、ホンダの本社ビルにはバルコニーが設置されているそうです。

自動車レースの最高峰フォーミュラ１（Ｆ１）にも参戦する、エンジンを始めとする自動車機関や部品製造の技術力で発展を続けてきたホンダのトップが残したこの言葉、あなたはどう思いましたか。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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新商品を見て一言
あなたは松下幸之助（こうのすけ）という人を知っていますか？この人は、家電製品で有名なパナソニック（松下電器産業）の創始者です。昭和30年代の日本では、家電製品の開発ラッシュが起きていました。その時、彼が工場を視察して、担当者が新商品として当時世界最小のラジオを披露しました。そのラジオの出来を褒め、喜ぶ社員たちに対して幸之助はこんなことを言いました。

「喜ぶのはここまでや。今日からな、このラジオは敵や」

　この言葉を聞いた社員たちはあっけにとられました。さらに、幸之助は「これが売れんようになる新商品をすぐに作ってや！」と付け加えたと言います。そして、普段から言っていた言葉がこれです。

「今日の最善は明日の最善ではない」
　彼は、日々このようなことを考えながら、他社との競争に負けない製品作りをしていたのでしょう。

【参考文献：『読む！深いイイ話』（日本テレビ放送網）】

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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現在与えられた仕事

　松下幸之助という人を知っていますか。電機メーカー「パナソニック」を一代で築き上げた偉大なる実業家です。

９歳で大阪に出て丁稚奉公（でっちぼうこう：他人の家に雇われてその商工業に従事すること。弟子・徒弟）に出ます。ソケットや電池で事業の基礎を固め、松下電器産業を一代で築き上げます。1946年にはＰＨＰ研究所を創設し倫理教育に力を入れました。また、1979年には政財界の指導者育成を目的として、私財を投じて松下政経塾を創設し、多くの政治家や経営者などを輩出しました。

そんな松下幸之助がこのような言葉を残しています。

「現在与えられた仕事に打ち込めないような心構えでは、

どこの職場に代わっても決していい仕事はできない」

「何としても２階に上がりたい、２階に上がろう。

この熱意が梯子（はしご）を思いつかせ階段を作り上げる。

上がっても上がらなくてもと考えている人の頭からは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梯子は生まれない。」

　あなたは何を感じましたか。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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「代金は後日に」の温かさ
「震災の日、保育園に子どもを迎えに行ったが、バスも動かず、途方に暮れていた。すると、店を開けてくれたコンビニがあった。パンや水を選び、レジに並ぶと、店員さんが「停電でレジが動かないので代金は後日お願いします。」と言い、商品を次々と袋に詰めてくれた。店内で休ませてもらい、娘や夫とも会えた。後日、絶対に支払いに行きますからね。」

【引用文献：『心がぽかぽかするニュース2011』（文藝春秋）】

　2011年3月11日に発生、たくさんの尊い命が奪われた東日本大震災。あるテーマパークでは、客を安全な場所に避難させることはもちろんのこと、客のことを考え、お湯、段ボール、包装用のクッション材やビニール袋、おみやげ用の商品も食料として、ありとあらゆる物を無料配布したといいます。

　非常時ですから、人として助け合うことは当然とはいえ、非常時のマニュアルが細部まで作成（例えば、「地震時に客の安全を確保するため、お土産用のぬいぐるみを無料配布しなさい」などといった点まで）されていることも、たとえ作成されていたとしても、それを全て覚えた上で行動するということも、現実的には非常に難しいことです。

　あなたなら、一人間として、一企業人として、どう判断し行動しますか。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	100字

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	200字

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	250字


四つ葉をプレゼント

　四つ葉のクローバーは幸運を運ぶといいますよね。あなたは四つ葉のクローバーを手にしたことはありますか？

　「初めて四つ葉を手渡したのは2004年7月。暗く沈んだ表情の若い女性に「どうしたの」と問いかけると「彼氏とうまくいっていないの」とポツリ。昼間に同僚と偶然見つけた四つ葉を挟んでいた手帳から取り出し、差し出した。その瞬間「うわぁ、すごーい。これでまたうまくいくかも」と女性の表情が明るくなった。「お客さんの幸せな気持ちや元気を配っていきたい」。その翌日から四つ葉探しがスタートした。

　４月から11月にかけ、休日は大仙市の自宅周辺で、勤務日は待機場所の秋田市の病院近くで１日４、５時間探す。しかしいつも見つかるというわけではない。そのため、発泡スチロールの箱に見つけた四つ葉を栽培して、増やすなど独自の増殖方法も考案。（中略）採取した四つ葉は電話帳に１枚ずつ挟む。変色を防ぐためにその作業を４回繰り返す。手渡せる状態までは10日ほどかかる。それでも全体の１割はカビが生えてしまうなど失敗作になる。「大変な作業だけど、お客さんの喜ぶ顔が目に浮かぶから頑張れる。苦じゃないよ」

【引用文献：『心がぽかぽかするニュース2008』（文藝春秋）】

　タクシードライバーとして、お客さんを安全に目的地まで運ぶ以外に、この活動を続けている方がいます。

あなたは、働くということ、このドライバーの行動をどう思いますか。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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地域をごみ拾い
　食品スーパーの業務は、新鮮でお値打ちな食品を消費者に提供すること。それで利益をあげること。当然のことですね。

　「スーパーは「トップワン可児店」。08年秋、工場跡地に開店した。開店翌日から朝と夕方の１日２回、店の四方約１キロをボランティアでゴミ拾いをする。店内放送で招集がかかるとバックヤードに従業員が集合。周辺を７地区にわけ、トレードマークのエンジ色のエプロンを着け、ごみ挟みと袋を持って一人30分、約1600メートルを歩いて巡回する。

　主任は「犬にほえられたり、不審者に間違われたりしたこともありましたが、最近ではご苦労様と声を掛けていただけます」と話す。幹線道路だけでなく、住宅地の隅々まで行い、大きいゴミは台車を出動させて運ぶこともある。

　（中略）東住吉地区自治会長ら役員が店を訪問。自治会長は「道路にごみ一つなく、地元住人の美化意識も高まった」と話し、岩井店長に感謝状を渡した。岩井店長は「地域に迷惑を掛けないようにと続けてきた。店員一同励みになります」と笑顔で応えた。」

【引用文献：『心がぽかぽかするニュース2011』（文藝春秋）】

　このような企業の活動、１つの活動を継続するということについて、あなたはどう考えますか。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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社員の幸せ

　「何故働くのですか」と聞かれたら、あなたはどう答えますか。

「1959年秋、東京都大田区にあった同社を、養護学校の女性教諭が訪ねてきた。知的障がいがある２人の少女を連れてきた教諭は、当時専務だった大山さんに何度も頭を下げ、「この子たちを雇ってもらえませんでしょうか」

断った。「無理です。責任をもつことができませんから」

　教諭は何度もやって来た。その熱心さには打たれたものの、断り続けた。ある日教諭は言った。「わかりました。ならば１週間だけ働かせてあげてください。この子達は働く経験を知らずに一生を終えてしまうのです」。大山さんは受け入れた。「１週間だけですよ」と念を押して。

　１週間後、社員が大山さんを囲んだ。口々に「雇ってあげてください。足りない分はみんなで支えます」。毎日、朝７時には出社し、就業時間後も働こうとする姿がみんなを動かした。翌春、２人は正社員に。１人は昨年、もう１人は今年、定年を迎えた。

　「わざわざ働かなくても施設にいた方が楽ではないかと思っていました。私が間違っていた」と振り返る。知り合いの禅僧からこう諭された。「究極の幸福とは、人に愛され、人にほめられ、人の役に立ち、人から必要とされること、愛されること以外は働くことによって実現される」と。「だから、企業が社員を幸せにしなければならない」と誓った。

【引用文献：『心がぽかぽかするニュース2008』（文藝春秋）】

　現在、チョークの全国シェア３割を誇るこの会社の、生産現場で働く９割以上を知的障がい者が占めているそうです。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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パトカー出動

　パトカーは、当然のことながら、警察の車両ですね。防犯や交通安全のために巡回している姿はよく見かけます。

　「この日、（大阪府）河内長野市内の病院で出産間近の胎児が、産道で圧迫され、通常150前後の心拍数が60ほどに急降下。緊急に帝王切開を行うため、二永さん（麻酔医）に要請があった。少なくとも１時間以内の手術開始が求められるケースで、二永さんはすぐにマイカーで自宅を出た。

　病院までは道路が空いていれば40分程度。しかし秋の大型連休中の夕方で、交通量が多いうえ病院に向かう国道は渋滞が続いていた。「このままでは間に合わない」。二永さんは出発から約10分後、パトカーの出動を要請した。

　この電話を受けたのは、河内長野署の当直責任者だった、警備課長の鈴木弘之警部。事件や事故現場などに急行する際のパトカーの緊急走行を、医師とはいえ市民の移動のために行うことは通常のルールにない。しかし、二永さんの切羽詰った説明に鈴木警部は「緊急性があり、職務の範囲内」と判断。ミニパトカーの出動を決めた。

　ミニパトは病院まで約５キロ地点の国道上で二永さんを乗せ、サイレンを鳴らして渋滞を縫いながら走行。呼び出しから約40分で到着した。「あと10分遅れていたらどうなっていたかわからない」。」

【引用文献：『心がぽかぽかするニュース2009』（文藝春秋）】

　胎児の命は救われ、その後健康に育っているとのことです。

あなたがこの麻酔医や警備課長の立場だったらどう行動しますか。

	ポイントやキーワードを書いてみよう！


思ったこと・考えたことを書いてみよう（横書き）
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